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研究成果の概要（和文）：　本研究は、知の専門分化が進展する中で、特定の領域の専門家にとどまらず、非専
門家である「公衆」に知的にアピールした「公共知識人」として評価されたニューヨーク知識人を研究対象とし
た。ここで対象とした知識人は、主にＤ・ベル、Ｉ・クリストル、Ｎ・グレイザー、Ｉ・ハウ、Ｅ・シルズ、
Ｒ・ホフスタッターなどである。彼らの知的キャリアを跡付けることで、「公共知識人」の成立を可能とした知
的背景について考察した。

研究成果の概要（英文）：　This research analyzes both the social historical background of the New 
York Intellectuals by reviewing their intellectual careers. The New York Intellectuals, a group of 
American (mostly Jewish) writers and literary critics based in New York City in the mid-20the 
century, are regarded as “public Intellectuals” because they appealed to the public and 
facilitated the transfer of knowledge from various specialized fields to the public so it could be 
understood by non-professionals. 
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１．研究開始当初の背景 
東日本大震災後に、地震・津波、原子力の
専門家から一様に「想定外」という言葉がき
かれ、専門知に対する信頼が大きく揺らいで
いる。特に「原子力ムラ」とよばれる閉鎖的
な専門家集団内部でのみ流通する専門用語
を用いたコミュニケーションは、原発の「安
全神話」の構築を後押しした。大震災以降、
「知の公共性」への関心が高まってきている。 
この問題は、社会学にとっても無縁ではない。
社会学の各領域の専門化・細分化が進んだこ
とによって生じた知の分断状況を悲観し、
ASA 前会長 Burawoy は、「公共社会学」の
意義を問うた。「公共社会学」成立の条件、
それを可能にする知識社会のあり方を探る
ことは、社会学にとって重要な課題である。 
  本研究は、ニューヨークのユダヤ系知識人
を対象とするが、彼らは、「ニューヨーク知
識人」とよばれ、ベル、リプセット、グレイ
ザー、コーザー、セルズニック、ミルズ、モ
イニハンなどの社会学者、または、ハウなど
の文学者・文芸評論家が含まれている。彼ら
のすべてではないが、その多くはユダヤ系で
あった。Jacoby(1987)により、ニューヨーク
知識人たちは、「公共知識人」として戦後ア
メリカ知識社会におけるその役割を評価さ
れている。近年では、彼らの意義や限界を論
評する著作やリーダーズが出版されている
（Jumonville 2007; Goffman and Morris 
eds. 2009）。日本国内では今日まで、保守的
という評価を受けていることもあって、この
知識人集団にあまり高い関心が払われるこ
とはなかった。ただし矢澤（1996）は、ベル、
セルズニック、コーザー、グレイザーの４人
を「公共社会学者」として取りあげている。 
私は、このような学術的背景を意識して、
ニューヨーク知識社会の中心人物とみなさ
れるダニエル・ベルを中心にこの知識社会に
ついて研究をおこなってきた。私は、彼の理
論的著作をその当時のアメリカの社会・政治
的背景から読み解くことによって、彼の理論
の有効性を明らかにした。またベル自身が創
刊した『パブリック・インタレスト』誌での
情報発信の仕方に着目し、社会学理論上の知
見を「公衆」に伝達する方法に光をあてた。
また彼の理論的業績の考察や『パブリック・
インタレスト』誌における編集過程をみるな
かで、他のニューヨーク知識人との知的交流
過程にふれることとなり、その交流過程につ
いて検証してきた。「イデオロギーの終焉」
や「脱工業社会」というテーマは、ベルの代
名詞とみなされているが、これらのテーマは、
ニューヨーク知識社会における知的交流過
程から生み出されたものであった。これまで
の研究を通じて、ダニエル・ベルがニューヨ
ーク知識社会におけるネットワークの中心
にいたことを明らかにした。さらにベルの理
論・思想は、保守的な性格をもっていないこ
とを明らかにした。マッカーシズム期におけ
るマッカーシー批判、アファーマティヴ・ア

クションに対する条件付きの承認、学生反乱
における学生たちへの共感などに端的に彼
のリベラルな姿勢が示されている。こうした
研究成果をもとに、対象をニューヨーク知識
人に広げ、「公共知識人」としての意義を明
らかにしようと研究計画を立てた。 
 これまでの社会学史・理論研究の多くは、
特定の社会学者を研究対象として取り上げ、
当該社会学者の同時代的意義および現在の
文脈における理論的有効性を解明してきた。
本研究は、複数の知識人間の知的ネットワー
クを考察の対象とする点で、他の研究にはな
い独創性を有している。本研究は、知識社会
における知的交流過程の中から社会学知が
生成されるプロセスを追うことができ、専門
分化が進展した後の学術的世界における知
の生成のモデルを提示する。異なる専門領域
の専門家同士が知的交流を繰り返しながら、
新たな知を生成し、「公衆」に向けてそれを
発信し、また「公衆」の形成の一助となるよ
うな「公共知識人」の役割を明らかにすると
いう意義を本研究は有している。 
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２．研究の目的 
本研究は、「公共知識人」として評価され
ているニューヨークのユダヤ系知識人が生
きた知識社会史を辿り、彼らはいかに「公共
知識人」たりえたのか、また専門知と「公衆」
との架橋をどのような形で可能としたのか、
その知的・歴史的・社会的背景を明らかにす
る。その際、以下の点を中心に検討する。 
 
（１）専門領域を越えた知的交流 
 ニューヨーク知識人たちは、社会学など、
特定の領域に限定された知識人ではない。彼
らは、知的キャリアの出発点から、特定の分
野に限定することなく、知的活動をおこなっ
てきた。第二次大戦後のアメリカにおいては、
知的専門分化が進展し、またニューヨーク知
識人たちが大学にポストを得るようになり、
特定の領域の専門家として活躍するように
なるが、それぞれの専門領域に軸足を置きつ
つも、他領域の知識を活用し、また専門の異



なる知識人・専門家との交流を絶やすことが
無かった。 
 
（２）「公衆」に対する知的発信 
 ニューヨーク知識人たちは、情報発信のメ
ディアとして、学術雑誌ではなく、彼らが「知
的ジャーナル」とよんだ雑誌を多く利用した。
彼らが見出した学術的知見は、専門家に向け
てのみ発信されたのではなく、知的関心の高
い「公衆」に向けて発信された。彼らの業績
は、学会誌や学術誌に掲載されるよりも、「知
的ジャーナル」を通じて発信されることが多
かった。しかも彼らは、知識人として自ら雑
誌を創刊・編集し、『パブリック・インタレ
スト』、『ディセント』、『パーティザン・レビ
ュー』などに論考を掲載していた。 
 
（３）時論的な分析 
 ニューヨーク知識人の論考は、その時代ご
との主要な社会的争点を扱っており、きわめ
て時論的な特徴をもっている。さらにその分
析は、専門知識に基づいた理論的なものでも
ある。多くの人々が関心をもつ社会的争点に
ついて、理論的な分析を展開した点で、稀有
な「公共知識人」であった。 
 
３．研究の方法 
（１）ニューヨーク知識人たちの業績につい
て分析する。その際、各知識人の業績を比較
検討し、相違点や共通項を析出する。知識人
間の知的交流や知的ネットワークのあり方
を明らかにできるように研究を進める。 
 
（２）ニューヨーク知識人たちは、自らの知
識人としての軌跡を振り返るような論述を
多く残している。そこから読み取れる、知識
人としての特質を明らかにする。オーラル・
ヒストリーや回顧録等の資料を積極的に活
用する。 
 
（３）ニューヨーク知識人は、時代ごとの主
要な社会問題について直接、関わり、批判や
評価をおこなってきた点に特徴がある。それ
ゆえその時代の社会的争点にどのように向
き合い、どのような態度・立場をとってきた
のかを明確にすることが重要である。それゆ
え彼らの議論と経済・政治・社会的背景を関
連づけて考察することが必要である。 
 
４．研究成果 
（１）ニューヨーク知識人の特徴を捉えるた
めに、彼ら自身が論じている知識人論、およ
びニューヨーク知識人論を考察した。特にダ
ニエル・ベルの知識人論が、ニューヨーク知
識人を総論的に扱っており、それゆえベルの
知識人論の視座を手がかりにした。 
 ニューヨーク知識人は、政治的・社会的立
場も様々であり、単一の思想でまとまった集
団ではない。しかしながら知識人集団として
の、ある一定の特徴をもっていた。それは以

下の４点に集約できる。 
①ニューヨーク知識人の多くは、ユダヤ系移
民の２世として、共通の経験をもっている。
その経験は、貧困にあえぎながら、親の世代
との隔絶を感じつつ、「文化」への飢餓感を
もち、それを活力に知的世界に進んだ、とい
うものである。 
②彼らは、一様に「大恐慌」をくぐり抜けた
経験をもっている。大学を卒業し、すぐに「知
識人」として活躍したというよりも、大恐慌
期に経済的困窮にあえぎ、ベルをはじめとし
て雑誌の編集者に就いた者もいたが、多くは、
知的世界から離れつつ生計を立てていた。 
③彼らは、アメリカ社会から「疎外」されて
きた経験をもっている。ユダヤ系というマイ
ノリティとしてアメリカ社会において差別
を受けることもあった。彼らが感じた「ユダ
ヤ文化」とアメリカの文化との距離感が、独
自の社会認識を形成することとなった。 
④彼らは、「政治的ラディカリズム」と決別
してきた。若い頃、トロツキズムをはじめと
するラディカリズムに傾倒した経験をもっ
ており、様々な要因からそこから離れた。ベ
ルは、トロツキズムではなく、アメリカ社会
党に参加していたように、その経験は一様と
はいえないが、何らかのラディカリズムに接
した経験は、後の彼らの思想と行動に大きな
影響を与えている。 
 
（２）ニューヨーク知識人の知的キャリアを
跡付け、知識人集団としての紐帯を形成する
過程について検討した。ニューヨーク知識社
会で中心的に活躍したと思われる人物は、
City College of New York(CCNY)に在学時
から知的交流を続けてきた。ベル、ハウ、ク
リストル、グレイザー、リプセットらがそれ
に該当する。 
 アーヴィング・クリストルは、1947～52
年に『コメンタリー』の編集を務め、その後
も、様々な雑誌の編集を手がけた知識人であ
る。1965 年には、ベルとともに『パブリッ
ク・インタレスト』を共同で創刊し、編集を
おこなってきた。クリストルは、「新保守主
義」のゴッドファーザーの異名をとり、「新
保守主義」を形成・牽引してきた人物として、
批判の対象とされることが多い。彼は、
CCNY 在学時には、「青年社会主義同盟」に
参加し、トロツキストとして知的・政治的活
動をおこなっており、ここでベルやハウなど、
後に「ニューヨーク知識人」とよばれる人々
と出会い、活発な知的交流を続けていくこと
となる。 
 ベルは、多くの友人がトロツキストとして
活動する中、「社会民主主義者」として活動
していた。クリストルらトロツキストとは立
場を異にしていたが、ベルの知的態度から彼
らの仲間としてともに議論の輪に加わって
いた。「新保守主義者」となるクリストルと
は、1970 年代頃から政治的・思想的に明確に
対立するようになっていく。 



 ハウは、CCNY在学時には、トロツキスト
のリーダーとみなされており、「理論家」と
して高い評価を受けていた。その後は、「民
主的社会主義」に向かい、ルイス・コーザー
とともに『ディセント』誌を立ち上げた。 
 グレイザーは、CCNYにおいて、シオニス
ト団体の機関紙を編集しており、その際、『ニ
ューリーダー』誌との交流のなかで、ベルと
知り合った。グレイザーは、ベルやリプセッ
トの影響により、専攻を歴史学から社会学へ
と変えていった。彼は、『コメンタリー』の
編集に携わり、リースマン、マートン、ラザ
ースフェルド、ライト・ミルズらと仕事をし
た経験をもっている。1973 年には、ベルが
離れた『パブリック・インタレスト』の編集
を務めた。 
 
（３）冷戦期におけるニューヨーク知識人の
思想と行動、および知識人と政治・社会との
関わり方について考察した。具体的には、マ
ッカーシズムに対する理論的分析、態度につ
いて分析を進めた。ベルは、1955 年に The 
New American Rightを編集・出版し、その
中にグレイザー、リプセット、ホフスタッタ
ーらを含むニューヨーク知識人のマッカー
シズム論を収録している。彼らの論考は、共
通の分析枠組み「地位政治」を用いて、マッ
カーシズムの社会的・政治的背景を探るとい
う「理論提起の書物」という共通認識のもと
に書かれている。こうした彼らの知的態度は、
当時の喫緊の課題であるマッカーシズムを
分析対象とするという「公共知識人」として
のあり方を示すものとなっている。 
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